
実行委員長の保田　茂さん 基調講演を行う中貝市長

田んぼに入って生きもの調査を行う参加者 現地研修会で講師の説明に耳を傾ける参加者

　７月２日から４日までの３日間、市民会館をメイン会場として、兵庫県や市、JAたじま、環
境創造型農業に取り組む民間団体などで組織する実行委員会（実行委員長：兵庫農漁村社会研究
所代表　保田　茂さん）主催の｢第１回生物の多様性を育む農業国際会議（ＩＣＥＢＡ２０１０）｣
が開催されました。
　この会議は、平成12年から始まり11回目となる「日韓中環境創造型稲作技術会議｣と、平成18
年から開催され５回目となる「日韓田んぼの生きもの調査交流会｣を統合し、開催されたもので
す。日本・韓国・中国の３カ国が中心となって、東アジアの風土における環境創造型農業の普及・
拡大を目指すとともに、生物の多様性を重視し、自然循環機能を再生する農業技術や地域の取
組みについての方向性を見出すことを目的としています。また、10月30日から本市で開催する
「第４回コウノトリ未来・国際かいぎ｣における分科会（農業分野）にも位置付けられています。

《問合せ》農林水産課☎23-1127

International Conference for Enhancing the Biodiversity in Agriculture

第１回
生物の多様性を育む農業国際会議

（Ｉ
ア イ セ バ

ＣＥＢＡ２０１０）を豊岡で開催！！
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会
議
に
は
、
日
韓
中
の
農
家
や

研
究
者
、
消
費
者
な
ど
約
4
0
0

人
が
参
加
し
、「
環
境
創
造
型
農
業

が
環
境
の
再
生
に
果
た
す
役
割
や

技
術
的
展
望
」「
環
境
創
造
型
農
業

の
普
及
に
関
す
る
関
係
機
関
の
責

務
」「
地
域
再
生
の
課
題
」な
ど
に

関
す
る
提
案
を
も
と
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
2
日
は
、
現
地
研
修
と

し
て
、
市
内
の
有
機
稲
作
ほ
場
視

察
と
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
場
視
察
で
は
、
同
会
議
実
行

委
員
で
N
P
O
法
人
民
間
稲
作
研

究
所（
栃
木
県
）理
事
長
の
稲
葉
光み
つ

國く
に

さ
ん
が
、
有
機
農
業
技
術
の
ポ

イ
ン
ト
や
ほ
場
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
、
ま
た
、
生
き
も
の
調
査
で

は
、
同
会
議
実
行
委
員
で
N
P
O

法
人
田
ん
ぼ（
宮
城
県
）理
事
長
の

岩
渕
成し
げ

紀き

さ
ん
が
、
生
き
も
の
調

査
の
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
網
な
ど
を
手
に
田

ん
ぼ
や
水
路
に
入
っ
て
調
査
を
行

い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を
目

生
物
の
多
様
性
を
育
む

農
業
を
目
指
し
て

２
日　

ほ
場
視
察
・
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査

　

3
日
は
、
会
場
を
市
民
会
館
と

じ
ば
さ
ん
但
馬
に
移
し
、
各
国
か

ら
の
実
践
報
告
や
テ
ー
マ
ご
と
に

課
題
を
議
論
す
る
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
中
貝
市
長
は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
代
表
さ
れ
る

豊
岡
型
環
境
創
造
型
農
業
の
取
組

み
を
紹
介
し
、「
多
様
な
生
き
も
の

を
育
む
農
地
の
役
割
を
認
識
し
、

消
費
者
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、有
機
農
業
を
推
進
す
る
韓

国
有
機
農
業
学
会
会
長
の
金キ
ム
ジ
ョ
ン
ス
ク

種
淑

さ
ん
か
ら
は
、「
有
機
農
業
を
拡
大

す
る
に
は
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
な
ど
を
通
し
て
自
然
循
環
の

仕
組
み
を
知
り
、
農
家
だ
け
で
は

な
く
、
消
費
者
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
有
機
農
業
と
生

物
多
様
性
に
関
す
る
技
術
問
題
」

「
生
物
多
様
性
農
業
と
生
き
も
の

調
査
」「
生
物
多
様
性
農
業
を
支
え

る
む
ら・ひ
と・仕
事
の
再
生
」の
3

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、各
国
の
農
家

や
研
究
者
に
よ
る
提
案
を
も
と
に

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
か

ら
は
成
田
市
雄
さ
ん（
森
津
）、根
岸

謙
次
さ
ん（
木
内
）、た
じ
ま
農
業
協

同
組
合
米
穀
課
の
堀
田
和
則
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い

て
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
各
分
科
会
か
ら
の

報
告
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
共
同
宣

言
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
共
同
宣
言
〉

•
各
国
の
風
土
に
即
し
た
環
境
創

造
型
稲
作
の
技
術
確
立
と
そ
の

普
及
、
実
践
に
努
力
す
る
こ
と

•
地
域
生
態
系
の
保
全
に
努
め
、生

物
多
様
性
国
家
戦
略
の
有
力
な
担

い
手
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

•
自
然
の
循
環
機
能
を
生
か
し
た

生
物
多
様
性
農
業
に
転
換
す
る

こ
と　

な
ど

　

ま
た
、
10
月
に
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議（
Ｃコ

Ｏッ

Ｐプ

10
）へ
の

提
言
を
ま
と
め
、
3
日
間
の
日
程

を
終
え
ま
し
た
。

〈
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
へ
の
提
言
〉

•
生
物
多
様
性
の
喪
失
は
化
学
合

成
農
薬
の
使
用
か
ら
始
ま
っ
た

•
農
業
が
経
済
的
評
価
以
上
に
生

物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る

•
自
然
を
破
壊
し
な
が
ら
自
国
の

食
料
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い

る
潮
流
の
先
に
は
人
類
の
未
来

は
な
く
、
各
締
約
国
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
自
然
資
源
と
そ
の
循

環
機
能
を
生
か
し
た
持
続
可
能

な
農
業
の
推
進
に
向
け
て
努
力

す
る
必
要
が
あ
る　

な
ど

　

次
回
、第
2
回
同
国
際
会
議
は
、

来
年
秋
、
ア
ジ
ア
で
初
開
催
と
な

る
第
17
回
世
界
有
機
農
業
大
会
の

一
環
と
し
て
、
韓
国
京ケ
イ

畿キ

道ド
ウ

楊ヤ
ン

平ピ
ョ
ン

郡グ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

韓国の農業について報告する金種淑さん

分科会で実践報告を行う各国代表者

共同宣言文を朗読する各国代表者

総合討論で意見を交わすパネリスト

３
日　

基
調
講
演
・

各
国
報
告
・
分
科
会

指
す
豊
岡
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

４
日　

分
科
会
報
告
・
共
同
宣
言
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